
1 .事業細目:パス資源抑制対策実験事業費

2.研究名:刺網によるオオクチパス、ブソレーギルの捕獲調査

3.研究期間:平成元年度~平成3年度 4.担当者:山中、津田、桑村

予算額 5，000千円

予算区分国委

5. 毘的

オオクチパスおよびブルーギルを専用に、かつ

効率的に捕獲する漁具として、初年度は主として

刺網の改良と操業方法について検討した。

5.方法

(1) 試験漁具:刺網漁具は漁業者の意見を参考と

し、次の 3種類を用意した。

① 日合 85mm、網丈 1.2m、網地 100間

② 目合 85皿m、網丈 2.4m、網地 50間

③ 目合 31皿皿、網丈 1.2m、網地 50間

(2) 調査時期、回数:定期漁獲調査は6月から翌

年 1月にかけて、計6回、日周捕獲調査は8月、

11月、 2月の計3回、実施した。

(3) 刺網設置位置:刺網設置位置は図 lに、各設

置位置毎の刺網の種類と把数は表1中に併記し

た。

(4) 刺網設網時間:定期捕獲調査は投網15時30

分~揚網9時30分、日周調査は正午から 6時間

間隔。

(5) 調査項目:以下の通りである。

① 水象(水温、透明度、潮流等)

② 音響測深機による水深と水草繁茂状況

③ 刺網の羅網方向、羅網水深

④ 刺網の捕獲標本について、魚種、尾数、体

形等の測定

7 結果の概要

〔定期捕獲調査〕

刺網によるオオクチパス、ブ、ルーギ、ル等の捕

獲状況を総括して表 Hこ示した。

今回の調査は積極的にパスやギルを捕獲する

のではなく、羅り方を調べるということもあっ

て、全体として大型のパスやギルの捕獲量が少

なかった。但し、 1月調査時に大型のパス(体

長23c回以上)が比較的多く捕獲され、他の利点

(産卵期前に捕獲できる、生きたままあるいは

鮮度の良い状態で捕獲できる、パス以外の混獲

魚が少ない等〕も併せると、刺網による捕獲は

冬期がよいと考えられた。 13cm以下のパスや10

cm以下のギルは、数多く捕獲できたが、重量で

は少なしまた刺網の損傷やはずす手間から、

捕獲対象とすることには難があった。

大型パスの羅網状況の特徴としては、秋期に、

やや沖合 (500m以内)でも捕獲されることが

あったが、概ね300m以内の沿岸で、捕獲された。

羅網位置は、初夏は刺網の上段に、冬期はほ

とんどが中、下段(湖底上80cm以内〕に羅って

おり、冬期は網丈 1m程度の底刺網で、ょいと考

えられた。

羅網方向(北→南、岸→沖〕には顕著な傾向

は認められなかった。

刺網の目合に関し、図2に示したように、パ

スの体長に対して、漁具選択性が認められた

(ギルの体長に対する目合選択性はパスより狭

かった〕。パスの流通にのる体形(少なくとも

体重300g以上=体長23cm以上〉を重視すると、

試験漁具の百合85mmは適当であったように思わ

れたが、資源抑制上はエリ漁獲標本の最多体長

や産卵可能体長 (23cm以上)に応じた目合(試

験漁具よりやや細かしうにする方が良L、かとも

思われた。いずれにせよ、パスやギルを効率的

に捕獲できる刺網の目合は、調査結果からの試

算と今後の実験捕獲により明らかにしていきた

し、

(日周捕獲調査)

正午から始めて、 6時間間隔の日周捕獲調査

では、設網時間と捕獲量に関して、明瞭な傾向

が認められなかった。全般的に暗い方が羅りや

すいように思われるし、明け方の短い時間に

羅っているようにも思われた。
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8 主要成果の具体的数値

表 1 府j網によるオオクチパス、ブ、ノレーギノレ等の捕獲状況

〔第 1~6 固定期捕獲調査総括表〉
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図2 各調査時に刺網により捕獲されたオオクチパスの体長組成の推移と付近のエリで採集した

オオクチパスの体長組成

-目合85mmの刺網による捕獲 仁二コ目的1mmの刺網による捕獲区豆Eエリによる捕獲

9.今後の問題点

既存調査でわかる範囲で、専用かつ効率的な刺

網漁具の構造と操業方法を想定し、積極的な実験

捕獲を実施しながら、改良すべき点を見出したい。

10 次年度の具体的計画

刺網漁具・漁法のほか、かご漁具(タツベやモ

ンドリ〕 ・漁法について検討する。
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刺網の色や糸の太さや縮結(¥，、せ)、音を発する

ような副漁具、操業時間等については未検討であ

る。
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